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（11）第４期帯広市中心市街地活性化基本計画（原案）
　　　について[経済部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　第４期帯広市中心市街地活性化基本計画について、原案を作成したことから、令和６年11月19日の経済文教委員会へ報告す
るもの。

令和６年度　第６回全体庁議（10月31日開催）

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　計画概要
　　計画策定の目的　 目指す中心市街地の姿や目標を地域で共有し、事業者や団体、関係機関等の多様な主体と連携しながら、
　　　　　　　　　　　　　　中心市街地活性化に向けた取り組みを推進することを目的に策定する。
　　計画の期間　　 　　令和７（2025）年度から令和11（2029）年度までの５年間とする。
　　位置づけ　　　　　　第七期帯広市総合計画の中心市街地の活性化に関する分野計画として策定する。
　　区域について　　　 約140ha（第３期帯広市中心市街地活性化基本計画と同様）

２　中心市街地活性化の課題
　【１にぎわい】中心市街地へ行きたくなる「目的・機会」をつくり、人々の交流によるにぎわいを生み出すことが重要
　【２まちなか居住】まちなか居住者を維持・拡大するため、居住施設や居住環境を充実していくことが重要
　【３持続可能なまちづくり】中心市街地で活動する担い手の創出・育成や担い手がつながり連携・協力するような動きを促進していく
　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが必要

３　目指す姿・基本的な方針
　 【目指す姿】みんなでつくる、笑顔広がる　心地よいまちなか
　　基本的な方針１　人がつながり、誰もが行きたくなるまちづくり
　　基本的な方針２　人がつながり、住み続けたくなるまちづくり
　　基本的な方針３　未来へつなぐまちづくり

４　アクションリスト
　行政や民間事業者、市民ボランティアなど多様な主体が中心市街地活性化のために取り組む事業等を「アクション」と呼称し、計画の基本的
な方針に資する具体的な「アクション」をとりまとめたものを「アクションリスト」として公開する。

５　目標指標・関連数値
　（１）目標指標：中心市街地の滞在人口数（年度における１日平均）
　　○ 基準値（令和５年度） ：155,925人
　　○ 目標値（令和11年度）：227,000人
　（２）関連数値
　　○ 基本的な方針１：歩行者通行量（a平日９～17時、b平日+休日９～20時）
　　○ 基本的な方針２：まちなか居住者数
　　○ 基本的な方針３：アクションリスト掲載事業数

６　推進体制
　計画の推進にあたり、帯広市中心市街地活性化協議会や計画に資する多様な事業主体、行政、関係機関等が連携し取り組みを進めてい
く。

　・令和６年11月19日　経済文教委員会へ原案を報告
　・令和６年11～12月　パブリックコメントを実施
　・令和７年１月　　　帯広市中心市街地活性化協議会において計画案を審議
　・令和７年２月　　　経済文教委員会へパブリックコメント結果・計画案報告

　・同内容で、11月19日経済文教委員会へ報告することで了承された。

　・特になし。

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等


